
第 8章  河道特性 

8.1 河道特性 

(1) 上流部 

源流から新庄川合流点までの上流部は、河床

勾配が 1/200～1/400 と上流部としては比較的

緩く、中国山地の山あいを蛇行しながら、途中、

蒜山高原や湯原ダムの湛水域を経て流下する。 
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(2) 中流部 

新庄川合流点から旭川合同堰までの中流部は、

河床勾配が 1/500 程度で、吉備高原の谷底平野

を流下し、途中の旭川ダム湛水域を除けば、瀬

と淵が交互に現れる河川形態となっている。 
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(3) 下流部 

旭川合同堰から河口までの下流部は、河床勾配が 1/600～1/5,500 と緩勾配になっており、岡山

平野を流下し、岡山市街地を貫流する。川幅は広く、ゆったりとした流れのなかにいくつもの砂州

が形成されている。 

また、岡山城下の洪水被害軽減等を目的に、旭川下流部左岸から分派する百間川が流下する。

百間川分派後の旭川は、岡山後楽園、東西中島地区、航路維持を目的にオランダ人のムルデル

が提案し、昭和初期に設置されたケレップ水制などがあり、岡山市街地を流下する。 

 

 

 

 55



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児島湾 

岡南大橋 

2km◎ 

1km◎ 

◎2km 

◎1km 

0km◎ ◎0km 

旭
川

大臣管理区間 

百間川→
児島湾

6km◎ 

5km◎ 

◎6km 

◎5km 

3km◎

旭川大橋 
4km◎ ◎4km 

◎2
岡南大橋 

◎1km 1km◎

大臣管理区間 

2km◎ km 
◎3km 

旭
川

 近  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5
4km◎ 

◎4km
旭川大橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR百間川橋梁 

JR山陽新幹線 百間川

12

◎7km◎ 

◎6km 
6km◎ 

◎88km◎ 

 

 

旭川河口より2k付近
岡山後楽園 

7km◎ 

9km◎ 

◎7km 

岡山城 

新堰

東
中
島
町

8km◎ 

相生橋 

京橋 

◎8km 

西
中
島
町

新京橋 

桜橋 

km◎ 
◎5km 

 

6km◎ 
◎6km 

 

旭
川

4km◎

岡

) 

15km◎

10
◎9km◎

←百間川

12km◎

中
原
川 

11

百
間
川 

橋梁 
二の荒手 

JR山陽新幹線 旭川橋梁 

km◎ 
◎12km

11km◎ 
◎11km 

◎10km 10km◎ 
JR旭川橋梁 
岡北大橋 

新鶴見橋

7km 

km JR岡山駅 
9km◎ ◎9km 

旭
川 

中島竹田橋 

) 

56
旭川2k～6k付
岡山城 

相生橋

桜橋 

京橋 

新京橋 

新鶴見橋 

鶴見橋 

◎4km

5km◎
◎5km 

6km◎ ◎6km 

7km◎ 
◎7km 

◎8km 

9km◎ 
月見橋 

8km◎

◎9km 
山後楽園 

旭
川 ◎9.8km 9.8km◎

) 

 

月見橋 

旭川6k～9k付近(東西中島付近
 旭川9k～10k付近(岡山後楽園付近
近 

km◎ ◎10km 
9km

◎12km  一の荒手

中原橋 

◎13km 13km◎ 

14km◎ 

◎11km km◎ 

◎14km 

旭
川

旭川12k～15k付
 旭川10k～12k付近(百間川分派地点



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大臣管理区間 

◎14km 中原橋
14km◎ 

13km◎ 
◎13km 

新
大
原
橋 

大原橋 

◎17km 

◎17km 

山陽自動車道 

合同用水堰 
16km◎ 

◎16km 

15km◎ ◎15km 

旭川 

百
間
川 

児島湾 

1km◎
◎1km 

大臣管理区間 
0km◎ ◎0km 

百間川河口水門 

百間川河口より1k付近(百間川河口水門)  旭川15k～国管理区間上流端付近 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4km◎ 

2km◎ 

◎4.4km 

◎4km 

◎3km 

◎2km 

大臣管理区間 
大臣管理区間 ◎0km

1km◎ ◎1km 

児島湾 
0km◎ 

←旭川

百間川橋 

堀替橋 
4km◎ 

大
臣
管
理
区
間

清内橋 
3km◎ 

砂川 

百
間
川 

沢田橋 

今谷橋 

米田橋 

百間川 

◎9km

7km◎ 

9km◎ 

8km◎ 
神下橋 

◎8km

◎7km 

◎6km海吉橋

岡山後楽園

◎10km
◎11km

11km
◎ 

10km◎ 

6km◎

◎5km

←旭川

中川橋

百間川5k～9k付近 
 

百間川1k～4k付近(砂川合流点付近) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10km◎ 

百
間
川

沢田橋 ◎10km 

今9km◎ 谷橋 

神下橋 

百間川
米田橋 

7km 
◎

◎8km 

◎9km 

◎
6km

6km
◎◎7km 

8km◎ 

百間川9k～10k付近(河川敷整備状況) 

 57



8.2 河床変化の傾向 

(1) 縦断的変化 

旭川は、昭和 40 年代に洪水の影響で河床が低下傾向となっているが、近年の河床変動量は小さ

く安定している。 

百間川は、昭和 50 年～平成 8年の河道改修(河床掘削等)の影響で全体的に河床が若干変動して

いる期間はあるが、近年の河床変動量は小さく安定している。 
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図-8.2.1(1)  旭川低水路内河床変動量経年変化図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8.2.1(2)  百間川低水路内河床変動量変化図 
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図-8.2.2(1) 旭川水系平均河床高縦断図(旭川) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

百間川橋梁(竹田升田線)

二の荒手･中島竹田橋

新幹線百間川橋梁
山陽本線百間川橋梁

穝川原橋

原尾島橋
百間川橋(国道250号)
沢田橋

今谷橋

神下橋

米田橋
庄内川合流点

中川橋
海吉橋

堀替橋

砂川合流点
百間川橋(国道2号)
清内橋

-4

-3

-2

-1

0

1

2

3

4

5

6

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

距離標(km)

標
高
(
T
.
P
.
m
)

平均河床高_S62河道

平均河床高_H7河道

平均河床高_H11河道

平均河床高_H16河道

河道区分①
seg3

Ib=1/6,550

河道区分②
seg2-2
Ib=1/1,460

河道区分③
seg2-1
Ib=1/1,190

 

図-8.2.2(2) 旭川水系平均河床高縦断図(百間川) 
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(2) 横断的変化 

横断形状の経年変化を整理すると、昭和 40 年代は低水路部で変動が見られるものの、これ以降、

近年は安定傾向である。旭川の百間川分派前は澪筋の固定化に伴う樹林化を防ぐことなどを目的に、

礫河原再生を実施している。 
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施工後

河畔林、水際植生、ワンドなど、良
好な自然環境の保全とのバランスを
図りながら、樹林化に対応するため、
礫河原再生事業を促進 

施工前 

図-8.2.3 礫河原再生事業の実施イメージ図 
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8.3 ダムの堆砂実績 

(1) 湯原ダム 

湯原ダムの実績堆砂量は計画堆砂量より多い（計画比堆砂量69m3/km2/年、実績比堆砂量91m3/km2/

年程度）。近年の近傍ダム計画比堆砂量は概ね 200m3/km2/年である。 
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※昭和 54 年以前は洪水量を超過した年のみ時間データがある。 

図-8.3.1 湯原ダム堆砂実績 

 

(2) 旭川ダム 

旭川ダムの実績堆砂量は、近年概ね計画堆砂量と同じである。計画比堆砂量、実績比堆砂量のい

ずれも 64m3/km2/年程度である。 
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図-8.3.2 旭川ダム堆砂実績 
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8.4 河口の状況 

河口部に若干の埋め立てが実施されて現在の状況となった。旭川、百間川の河口周辺では、砂州

の発生はみられず、河口閉塞は発生していない。 
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図-8.4.1 河口部の横断変化 
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